
子供が胸をはれる南相馬市の環境をめざす４項目の提言

（１）　事故前の美しい環境回復を目指す。事故後５年過ぎた現状を
踏まえ、長期の汚染源となるセシウム１３７を環境から除去していく
ことを重視する。 

（２）　放射性廃棄物の分離、濃縮、減容化をすすめ、全国共通のク
リアランスレベル（100bq/kg)でのリサイクルをすすめる。濃縮され
た放射性廃棄物はコンテナに収納し、中間保管場に移送する。 

（３）　放射性廃棄物の仮置き場の解消をすすめる。 

（４）　線量の低い放射性汚染土壌については、常磐自動車道路の基
盤部分への使用などの環境に対するリスクの少ない対応策を検討する。
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チュルノブイリでは最初５年は急速な低下がみ
られ、住民は期待をもって帰還した。しかし５
年目からは半減期３０年のセシウム１３７だけ
となり、自然の低下は期待できなくなった。



南相馬でも自然減はセシウム１３７になると 
長期間、期待できなくなる



放射性廃棄物のクリアランスレベル　100bq/kg


